
熊本県再犯防止推進モデル事業

熊 本 県



犯罪をした高齢、又は障がいのある者等の再犯防止に関する相談支援（入口支援）

熊本県再犯防止推進モデル事業

主に福祉施設を対象とした講習会
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1 犯罪をした高齢、又は障がいのある者等の再犯防止に関する相談支援（入口支援）

委 託 先 : 熊本県地域生活定着支援センター
（社会福祉法人 恩賜財団 済生会 支部熊本県済生会）

支援対象：起訴猶予及び執行猶予等となった者のうち、高齢又は障がいがある福祉的支援が必要な者



実 施 結 果
活動指標 区分 R１年度 R２年度

相談人員（新規）
目標 ４０人 １６人

実績 １７人 ２人

相談件数（延べ）
目標 １４０回 ８０回

実績 ２７９回 ７６回

Q. 相談人員が目標よりも低い理由は？

Q.
支援対象者が同意しない、センターへ連絡しない

相談件数が目標を上回った理由は？

支援を行う中で様々な課題が分かり、相談回数が増加



支 援 対 象 者 か ら の評 価

1
事業を利用して良かったことQ.

医療機関を受診することができた

80％

2 住む場所が見つかった

3 施設に入所することができた

事業を利用していなかったら
再び犯罪をしていたと回答した者の割合

支援対象者は伴走者（支援者）を求めている



2 主に福祉施設を対象とした講習会

福祉施設が犯罪をした者等の受け入れを躊躇している理由

受入れのための知識・経験が不足している
（平成30年実施の実態調査）

主に福祉施設等を対象とした講習会を県内３カ所で実施

講師：熊本刑務所
熊本県地域生活定着支援センター
犯罪をした者等を受け入れた経験のある福祉施設



実 施 結 果
活動指標 区分 R１年度

講習会の参加人数
目標 １５０人

実績 １２８人

再犯防止に関する理解度が向上した参加者の割合
目標 ８０％

実績 ９７％

参加人数が目標値を達成できなかった理由は？

Q.

想定よりも福祉施設・団体からの参加が少なかった

講習会参加者の主な感想は？

再犯防止の現状を知り、支援の重要性を理解した

Q.



ご清聴ありがとうございました

熊 本 県


